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行
政
改
革
実
施
主
要
事
項
と

そ
の
効
果

地
方
分
権
時
代
を
担
う
基
礎
的
自

治
体
に
ふ
さ
わ
し
い
規
模
と
能
力
を

備
え
る
た
め
に
行
政
改
革
推
進
プ
ラ

ン
で
は
市
町
村
合
併
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め

小
松
島
市
と
の
合
併
協
議
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年
二
月
に
実

施
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

合
併
に
反
対
す
る
意
見
が
多
数
と
な

り
、
や
む
な
く
小
松
島
市
と
の
合
併

協
議
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
度
か
ら
新
た
に
制
定

な
っ
た
市
町
村
合
併
促
進
法
に
基
づ

き
国
及
び
県
が
示
す
推
進
方
針
に
よ

り
、
今
後
の
方
向
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
の
財
政
を
支
え
る
最
大
の

財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
が
年
々
減

少
し
、
将
来
的
に
は
経
常
的
に
必
要

な
経
費
に
充
て
る
財
源
確
保
も
危
惧

さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
当
面
の
対
応
、
ま
た

将
来
を
見
据
え
た
経
費
節
減
策
と
し

て
、
十
六
年
度
か
ら
職
員
の
給
料
削

減
な
ど
の
人
件
費
の
抑
制
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。

①
特
別
職
報
酬
の
削
減

十
四
年
度
か
ら
町
長
報
酬
の
十
％

削
減
な
ど
を
行
っ
て
き
た
上
に
、
更

に
十
六
年
度
か
ら
二
年
間
、
町
長
ほ

か
特
別
職
報
酬
の
二
十
％
削
減
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

②
議
員
報
酬
の
削
減

議
長
・
副
議
長
報
酬
の
十
％
、
議

員
報
酬
の
五
％
削
減
を
、
町
議
会
議

員
各
位
が
行
政
改
革
の
趣
旨
に
賛
同

さ
れ
、
二
年
間
実
施
し
て
い
ま
す
。

③
一
般
職
員
給
料
の
削
減

職
員
給
料
の
五
％
削
減
を
、
十
六

年
度
か
ら
二
年
間
実
施
し
、
こ
れ
ら

①
②
③
の
効
果
額
を
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
基
金
に
積
立
て
て
い
ま
す
。

④
職
員
数
の
削
減

歳
出
に
占
め
る
割
合
が
大
き
い
人

件
費
を
将
来
的
に
も
抑
制
す
る
た
め
、

計
画
期
間
内
に
職
員
の
十
五
％
削
減

を
目
標
に
、
退
職
者
の
補
充
を
控
え

て
い
ま
す
。

①
公
共
施
設
指
定
管
理
者
制
度
導
入

十
六
年
度
に
指
定
管
理
者
制
度
の

条
例
化
を
図
り
、
十
七
年
度
か
ら
こ

の
条
例
を
適
用
し
、
公
共
施
設
の
う

ち
四
施
設
の
管
理
運
営
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
経
費
の
縮
減
と
と
も
に
、
多
様
な

利
用
形
態
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

①
特
別
職
体
制
の
見
直
し

収
入
役
の
職
を
廃
止
（
任
期
満
了

後
）
し
、
そ
の
役
割
を
助
役
が
兼
務

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

②
事
務
の
効
率
化
と
経
費
節
減

各
小
中
学
校
の
用
務
員
業
務
を
民

間
に
委
託
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

し
、
経
費
の
安
定
化
を
図
り
ま
し
た
。

③
財
政
シ
ス
テ
ム
の
改
善

財
政
改
善
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

町
税
の
前
納
報
奨
金
の
支
出
に
限
度

額
（
五
万
円
）
を
設
け
、
過
剰
な
報

奨
金
の
抑
制
に
努
め
て
い
ま
す
。

④
人
事
制
度
の
見
直
し

職
員
の
昇
給
停
止
年
齢
を
五
十
五

歳
（
現
在
段
階
的
に
調
整
中
）
と
し
、

高
額
給
与
の
抑
制
を
図
っ
て
い
ま
す
。

⑤
情
報
公
開
の
拡
大

町
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
ま
ち
づ
く
り

な
ど
の
行
政
情
報
を
周
知
し
て
い
ま

す
が
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
職
員
研
修
に
努

め
、
情
報
の
更
新
や
拡
大
な
ど
よ
り

多
く
の
情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
に

資
質
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

以
上
、
現
在
実
施
中
の
行
政
改
革

主
要
事
項
の
概
要
（
効
果
額
は
別
表

参
考
）
を
お
示
し
し
ま
し
た
が
、
そ

の
他
の
主
要
事
項
に
つ
い
て
も
、
各

課
に
お
い
て
補
助
金
の
見
直
し
や
受

益
者
負
担
の
あ
り
方
な
ど
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
行
政
改
革
を
着
実
に
推
進

す
る
た
め
に
、
未
実
施
の
主
要
事
項

に
つ
い
て
今
年
六
月
か
ら
行
政
改
革

実
施
調
整
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
具
体

的
な
実
施
計
画
に
つ
い
て
検
討
作
業

に
着
手
し
て
い
ま
す
。

実
施
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

議
会
と
も
ご
相
談
の
上
、
今
年
度
中

に
公
表
で
き
る
予
定
で
進
め
て
お
り

ま
す
。

本
町
で
は
、
既
に
施
行
し

て
い
た
行
政
改
革
大
綱
を
見

直
し
、
平
成
十
六
年
に
新
た

な
行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
を

策
定
し
、
一
層
厳
し
く
な
る

財
政
状
況
お
よ
び
地
方
分
権

や
「
三
位
一
体
改
革
」
な
ど

に
対
応
で
き
る
行
政
シ
ス
テ

ム
の
確
立
を
目
指
し
、
行
政

改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
行
政
改
革
推
進
プ
ラ

ン
の
計
画
期
間
は
、
平
成
十

六
年
度
か
ら
平
成
二
十
年
度

と
な
っ
て
お
り
、
既
に
十
六

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
改

革
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
内

容
を
ご
報
告
し
ま
す
。

市
町
村
合
併
の
推
進

人
件
費
の
削
減

協
働
型
社
会
へ
の
移
行

町
行
政
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

勝
浦
町

行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
の

進
捗
状
況

～
地
方
分
権
時
代
の
行
政
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
て
～
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〈別表〉 行政改革効果額の実績及び見込み

項目別

年度別

人 件 費 の 削 減 町行財システムの再構築

特別職報酬
の削減

議員報酬
の削減

職員給料
の削減

職員の
人員削減

収入役職
の廃止

学校用務員
の業務委託

前納報奨金
の上限設定

職員の
昇給停止
（55歳以上）

16年度実績額 4,858 1,778 23,132 9,580 243 402

17年度見込額 4,690 1,778 22,028 48,317 11,506 14,992 377 794

〈参考〉 勝浦町職員数の推移

区 分 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17

町職 員総数 150 147 146 142 138 135 125

役場関係職員 103 102 100 96 91 91 83

病院関係職員 47 45 46 46 47 44 42

※役場関係職員には、保育所、給食センター等の職員を含む。

Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16

平 均 給 料 月 額 365,500 362,200 353,400 344,200 335,600 331,200

ラスパイレス指数 97.2 98.0 98.2 98.1 96.5 91.9

勝浦町職員の平均給料月額とラスパイレス指数

※ラスパイレス指数…地方公務員の給与水準を表す基準として用いる指数で、国家公務員行政職員の

平均俸給100として地方自治体職員の平均給料を比較した数値

（千円）

（人）

（円・％）
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勝浦町・上勝町情報通信基盤整備事業④

現
在
、
私
た
ち
は
急
速
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
発
展
に
よ
り
、
日
々

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
な
が
ら
生
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

そ
し
て
、
電
話
や
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
情
報
通
信
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
深
く
浸
透
し
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
情
報
通
信
や
情
報
社
会
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

通
信
と
は

「
通
信
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
携
帯
電
話
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
無
線
、
モ
ー
ル
ス
信
号
な

ど
が
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
来
「
通
信
」
と
は
、
人
が
、
自
ら
の
意
思

を
他
人
に
伝
え
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
郵
便
や
電
信
、
電
話
な
ど
を
用
い

る
こ
と
で
意
思
を
当
方
の
相
手
に
伝
え
る
と
い

う
意
味
が
一
般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
発
展

近
年
に
お
け
る
情
報
社
会
へ
の
発
展
に
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
大
量
の
情
報
を
非
常
に
速

い
速
度
で
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
つ
な
が
り
）
は
大
量
の
情
報
を
い
ろ
い
ろ

な
場
所
に
非
常
に
速
い
速
度
で
送
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
や
り
と
り
さ
れ
る
大
量
の

情
報
を
も
と
に
、
私
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
考
え
判
断
し
、
モ
ノ
を
作
っ
た
り
、
日
々

の
生
活
を
お
く
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
こ
の
世
界
中
に
た
く

さ
ん
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
つ
な
が
り
）
を
用
い
て
、
ニ
ュ
ー
ス
や

映
像
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
や
り
取
り
を

す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

図１ 近年の情報通信

私
た
ち
の
生
活
と
情
報
社
会
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七
月
二
十
八
日
、
総
務
省
か
ら

勝
浦
町
・
上
勝
町
情
報
通
信
基
盤

整
備
事
業
に
か
か
る
国
の
補
助
金

の
交
付
が
決
定
し
ま
し
た
。

補
助
金
は
、
勝
浦
町
と
上
勝
町

両
町
合
わ
せ
て
二
億
九
千
三
百
三

十
二
万
六
千
円
が
割
り
当
て
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
事
業
は
実
施
設
計
業
者

を
決
定
し
、
光
フ
ァ
イ
バ
の
ル
ー

ト
設
計
や
電
柱
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

情
報
イ
ン
フ
ラ
の
発
達

社
会
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
合
わ
せ
て
「
情
報
イ
ン
フ
ラ
」

と
言
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
の
情
報
イ
ン
フ
ラ

の
発
達
に
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
以
外
に
携
帯
電
話
な
ど
の
「
モ
バ

イ
ル
（
持
ち
運
べ
る
通
信
機
器
）」
の
普
及
に
よ

り
、
ど
こ
に
い
て
も
、
た
と
え
移
動
中
で
あ
っ

て
も
、
電
話
を
か
け
た
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

接
続
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、「
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
道
路
に
例
え
る
と
高

速
道
路
）」
の
広
が
り
に
よ
っ
て
、
情
報
が
大
容

量
の
動
画
や
音
楽
な
ど
も
高
速
で
送
り
合
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
小
さ

な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
埋
め
こ
ま
れ
て
、
使
い
や

す
く
便
利
な
社
会
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
利
活
用

情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
さ
れ
る
と
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
場
合
、
リ
モ

コ
ン
の
ボ
タ
ン
一
つ
で
災
害
時
の
安
否
情
報
の

確
認
を
し
た
り
、
テ
レ
ビ
電
話
を
活
用
し
て
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
や
友
人
、
家
族
な
ど
が
一
人
で
住

む
お
年
寄
り
な
ど
と
そ
の
場
に
い
な
く
て
も
顔

を
確
認
し
な
が
ら
、
会
話
や
見
守
っ
た
り
す
る

こ
と
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
携
帯
電
話
で
お
風
呂
の
お
湯
を
溜
め

る
よ
う
セ
ッ
ト
し
た
り
、
電
子
タ
グ
や
リ
ー
ダ
ー

を
使
っ
て
商
品
の
生
産
情
報
を
確
認
し
た
り
す

る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

み
ん
な
で
支
え
る
情
報
社
会

こ
の
よ
う
に
、
世
の
中
が
情
報
化
に
よ
り
豊

か
に
な
る
一
方
で
、「
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
」

と
呼
ば
れ
る
「
情
報
を
持
つ
者
」
と
「
情
報
を

持
た
な
い
者
」
と
の
差
が
大
き
く
広
が
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
情
報
機
器
の
操
作
性
や
操
作
す
る
側

の
問
題
が
あ
り
、
講
習
会
な
ど
の
促
進
や
年
齢

や
性
別
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
快
適
に
使

用
で
き
る
情
報
機
器
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
後
、
情
報
社
会
が
安
定
し
て
安
全
な
社
会

で
あ
る
た
め
に
は
、
利
用
者
や
技
術
者
が
と
も

に
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
協
力
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
進
捗
状
況

図３ テレビ電話を活用した
福祉サービスのイメージ

▲ 交付決定通知書を受領する両町長（松山市四国総合通信局）

図２ インターネットのイメージ
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第44回衆議院議員総選挙及び第20回最高裁判所

裁判官国民審査が９月11日 に執行されます。

みなさんの一票は、今後の国政を担う代表者を決

定するという大切な一票です。

投票日には必ず投票しましょう｡

9月11日 は

衆議院小選挙区選出議員選挙
衆議院比例代表選出議員選挙
最高裁判所裁判官国民審査

投票時間 ９月11日 午前７時～午後８時まで

【期日前投票】

選挙当日、仕事や旅行などで町内にいない場合は、

公示日の翌日から選挙前日まで下記の場所・日時で

期日前投票ができます。

場 所 勝浦町役場住民課内 期日前投票所

日 時 ８月31日 ～９月10日 までの

午前８時30分～午後８時まで

※土・日曜日も投票できます。

【不在者投票】

県の選挙管理委員会が指定した病院や老人ホーム

などの施設に入院・入所している人は、従来どおり

その施設でも不在者投票ができる場合があります。

事前に病院･施設等にお申し出ください。

【郵便による不在者投票】

身体に重度の障害があり、法律に定められた障害

の程度に該当する方は、あらかじめ「郵便等投票証

明書」の交付を受けて、郵便等による不在者投票を

することができます。

※郵便等による不在者投票をすることができる選挙

人で、自ら投票の記載ができない方（法律に定め

られた障害の程度に該当される方）は、代理記載

制度があります。

ただし、代理記載できる人は、選挙権を有して、

あらかじめ町選挙管理委員会委員長に届出書を提

出した方です。

問い合わせ先 勝浦町役場住民課内 勝浦町選挙管理委員会 （2）1501〈直通〉

場 所 地 区 場 所 地 区

掛谷集会所 石原・沼江・掛谷・山西 横瀬集会所 中山・横瀬

勝浦町農村婦人の家 中角・生名 与川内集会所 与川内

勝浦会館 今山・黒岩・星谷 坂本区民集会所 坂本

棚野集会所 久国・棚野・立川

の投票日です!



７

今年度の敬老行事について

勝浦町では、長年にわたり地域社会、町の発展にご尽力されてこられた高齢者の方々に対

して、感謝と敬意、またご長寿のお祝いを目的とした敬老行事を毎年実施しています。

今年も各行事を、次の日程で実施します。いずれの行事も基準日は平成17年９月１日となっ

ております。

コース 運 行 時 間 ・ 経 路

勝浦川北岸コース

午前８時出発
今山ふれあい交流館 → 今山銀杏の木 → 黒岩中央橋北詰め → 星谷四つ角 → 星谷西

尾さん宅前 → 第四分団(中山)消防詰所前 → 横瀬東停留所 → 横瀬停留所 → 会場

★帰りの送迎バス出発時刻…午後12時30分発

県道徳島上那賀線

コース（石原から）

午前８時30分出発

徳島バス石原停留所 →（各停留所前で停車します）→ 横瀬停留所 → 会場

★帰りの送迎バス出発時刻…午後１時30分発

県道徳島上那賀線

コース（坂本から）

午前８時30分出発
徳島バス黄檗上停留所 →（各停留所前で停車します）→ 三溪東停留所 → 会場

★帰りの送迎バス出発時刻…午後12時30分発

▼送迎バスの運行表（敬老町民のつどい）

今年度中に、100歳に到達される方

沼 江 北野アヤノ （100歳）

坂 本 阿部カメノ （99歳）

100歳以上の長寿の方

中 角 柴田ヤスヱ （103歳）

中 山 坪 井 カ ズ （102歳）

星 谷 坂口キクヱ (101歳）

95歳以上の長寿の方

坂 本 高尾千惠子 （99歳）

横 瀬 谷 ヲタネ （98歳）

棚 野 早川ヨシノ （98歳）

掛 谷 駒津コツユ （96歳）

沼 江 橋 谷 住 榮 （96歳）

生 名 中 津 芳 枝 （96歳）

山 西 青木タケノ （96歳）

今 山 立石ツネノ （95歳）

石 原 大西喜代子 （95歳）

中 山 東 ナミ子 （95歳）

今 山 笠木アサヱ （95歳）

中 山 神原ヤスノ （95歳）

掛 谷 前 田 キ ク （95歳）

ますますのご健康とご長寿を

お祈りいたします。

※敬称略、掲載は年齢・誕生日順です。
※年齢は平成17年９月１日現在です。

～勝浦町のご長寿者紹介～
高齢者の方々に対して、感謝とご長寿のお祝いを目的とし

た町民のつどいを開催します。今年度、米寿・喜寿を迎えら

れる方々への記念品贈呈や、老人クラブ活動の推進功労者表

彰などをおこないます。

該当者 案内ハガキを送付します。

今年の該当者は満74歳以上の方です。

実施日 ９月17日
会 場 農村環境改善センター

受付：午前８時～ 開会：午前10時

※生比奈保育所児童による歌と踊りは９時45分からの予定
です。

※下表のとおり送迎バスを運行しますので、最寄りのバス

停留所等でご乗（降）車ください。

80歳以上の方々を対象に、長寿祝いとして敬老年金を
支給します。

該当者 満80歳以上の方で、過去１年間勝浦町に住所が

ある方（転出を１年間されていない方）

実施日 勝浦町敬老町民のつどい受付時にお渡しします。

※慶祝訪問に該当されている方は、訪問時にお渡しします。

毎年、長寿者の方の、ご長寿と健康を祝福するため、

ご自宅を訪問し、祝状・記念品を贈ります。

該当者 満95才になられた方

白寿、100歳、100歳以上の方

第36回 勝浦町敬老町民のつどい

敬 老 年 金

慶 祝 訪 問



時

間

午
前
九
時
四
十
五
分
～

午
前
十
一
時
十
五
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
及
び
園
庭)

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
と
保
護
者
）

育
児
相
談
事
業

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容
乳
幼
児
の
育
児
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
わ
ん
ぱ
く
教
室
に
お
越
し
に
な
ら

れ
た
と
き
に
で
も
気
楽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

２)

３
０
７
７

未
来
の
担
う
子
供
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ

と
と
も
に
、
育
児
の
喜
び
や
楽
し
さ
を
よ
り

多
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
に

向
け
、
何
が
必
要
で
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
は

ど
う
行
動
し
た
ら
い
い
の
か
。
こ
う
し
た
こ

と
に
つ
い
て
皆
さ
ん
で
一
緒
に
考
え
る
場
で

す
。基

調
講
演
と
し
て
マ
ン
ガ
家
・
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
と
し
て
活
躍
中
の
高
野

優
さ
ん
の
講

演
が
あ
り
ま
す
。
勝
浦
町
か
ら
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
、
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
代
表
の
北
内
康

弘
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
す
。
入
場
は
無
料
で

す
の
で
町
民
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日

時
九
月
三
日

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
十
分

（
開
場

十
二
時
三
十
分
）

場

所

阿
南
市
文
化
会
館
「
夢
ホ
ー
ル
」

阿
南
市
富
岡
町
西
池
田
一
三
五
番
地
一

０
８
８
４（
２
１
）０
８
０
８

※
託
児
（
一
歳
～
就
学
前
）を
希
望
さ
れ

る
方
は
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

徳
島
県
保
健
福
祉
部
長
寿
こ
ど
も
未
来
課

０
８
８（
６
２
１
）２
１
７
８

平
成
十
七
年
十
月
三
日
か
ら
届
出
の
際

に
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

最
近
全
国
的
に
、
第
三
者
に
よ
る
本
人
に

な
り
す
ま
し
て
転
入
、
転
出
等
の
住
民
異
動

届
を
行
い
、
本
人
の
知
ら
な
い
間
に
異
動
先

の
市
区
町
村
で
住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
な
ど

を
取
得
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
件
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
勝
浦
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
件

の
防
止
と
住
民
の
個
人
情
報
の
安
全
を
確
保

す
る
為
、
転
入
、
転
出
等
の
異
動
届
出
の
際
、

届
出
人
の
方
の
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト

等
の
官
公
署
発
行
の
身
分
証
明
書
に
な
る
も

の
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
身
分
証
明
書
と
な
る
も
の
を
お
持

ち
で
な
い
方
も
届
出
は
で
き
ま
す
の
で
窓
口

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
と
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

テ
ー
マ

心
が
つ
く
る
人
生

日

時

九
月
二
十
七
日

～

九
月
二
十
九
日

午
後
七
時
二
十
分
～

九
時
四
十
分

（
受
付

午
後
六
時
五
十
分
～
）

会

場

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講

師(財)
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
社
会
教
育
講
師

山

田

義
雄
（
愛
知
県
名
古
屋
市
在
住
）

細

野

眞

紀
（
千
葉
県
柏
市
在
住
）

参
加
費

二
〇
〇
〇
円
（
税
込
）

※
家
族
割
引
・
二
人
目
よ
り
一
〇
〇
〇
円

学
生
・
一
〇
〇
〇
円

テ
キ
ス
ト

『
心
が
つ
く
る
人
生
』

三
一
五
円
（
税
込
）

※
会
場
に
て
販
売
し
ま
す
。

申
込
み

勝
浦
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

生
名

(

花
房
恒
夫
さ
ん
方)

（
２
）３
９
０
２
・（
２
）３
１
９
７

主

催

(財)
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

後

援

文
部
科
学
省
・
徳
島
県
教
育
委
員

会
・
勝
浦
町
教
育
委
員
会
・
上
勝

町
教
育
委
員
会

★
お
子
様
は
、
お
預
か
り
し
ま
す
。
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８

９月28日 ９月21日 ９月14日 ９月７日

★
園
庭
開
放
日

九
時
四
十
五
分
～
十
一
時
十
五
分

※
保
育
所
の
お
友
達
の
運
動
会
練
習
を

見
た
り
、
体
操
や
歌
を
一
緒
に
し
ま

し
ょ
う
。

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る
。

★
８
・
９
月
生
お
誕
生
会

★
わ
ら
べ
歌
遊
び
を
親
子
で
し
ま

し
ょ
う
。

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る
。

★
食
生
活
改
善
委
員
さ
ん
の
手
づ

く
り
お
や
つ
指
導
と
試
食
会

十
時
四
十
五
分
～

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る
。

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
つ
く
ろ
う

★
手
遊
び
・
歌
・
体
操
等
を
保
護

者
の
方
と
一
緒
に
す
る
。
等

情 報 ア ラ カ ル ト

次
世
代
育
成

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

住
民
異
動
届
出
時
の

本
人
確
認
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

★
九
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

10月１日

★
運
動
会

場
所

生
比
奈
小
学
校
屋
外
運
動
場

時
間

九
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

※
雨
天
時
は
生
比
奈
小
学
校
屋
内
運
動

場
（
体
育
館
）

心
の
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

の
ご
案
内



９

日

時

十
月
三
十
日

午
前
八
時
三
十
分
集
合

午
前
九
時
開
会
式

※
雨
天
の
場
合
、
十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

に
延
期
し
ま
す
。

場

所

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

期

間

九
月
二
十
一
日

～

九
月
三
十
日

目

的
広
く
住
民
の
み
な
さ
ん
に
交
通
安
全
思
想

の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付

け
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
住
民
の
み
な
さ
ん

自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け

た
取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
。

重

点

①
夕
暮
れ
時
の
歩
行
中
と
自
転
車
乗
用
中
の

交
通
事
故
防
止

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ほ
っ
ぺ
ん
ク
ラ
ブ
」

の
九
月
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も
子

供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

九
月
の
活
動
内
容

○

新
聞
紙
で
遊
ぼ
う

○

育
児
相
談
（
九
月
二
十
七
日

）

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

場

所

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
（
沼
江
）

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ
れ

て
い
る
子
供
と
保
護
者
）
並
び
に

妊
婦
さ
ん

＝
う
ど
ん
作
り
体
験
＝

日

時

平
成
十
七
年
九
月
十
三
日

場

所

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と

参
加
費

親
子
で
五
〇
〇
円

子
供
の
み
の
参
加
は
不
可

先
着
十
組

申
込
み
締
切

九
月
八
日

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４)

２
０
２
６

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
年
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時

平
成
十
七
年
九
月
二
十
三
日

午
前
十
時
～

場

所

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
（
沼
江
）

内

容

救
急
車
の
呼
び
方

緊
急
時
の
対
応
の
仕
方

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

等

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４)

２
０
２
６

〔
サ
ル
ビ
ア
〕
作
業
所
は
地
域
で
生
活
を

続
け
な
が
ら
の
仲
間
づ
く
り
を
主
な
目
的
と

し
て
お
り
、
社
会
参
加
を
め
ざ
す
障
害
者
の

方
々
の
仕
事
場
で
す
。
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て

お
ら
れ
る
方
や
引
き
こ
も
り
が
ち
な
方
は
ぜ

ひ
、
作
業
所
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

作
業
所
で
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
ま
す
。

造
花
の
組
み
立
て

蒸
し
パ
ン
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
づ
く
り

縫
製
（
糸
き
り
・
ゴ
ム
通
し
等
）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
研
修
会
等

社
会
見
学

各
種
イ
ベ
ン
ト
参
加

業
所
内
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

★
ご
希
望
の
方
は
、
本
人
ま
た
は
家
族
の
申
込

と
場
合
に
よ
り
各
機
関
の
意
見
書
が
必
要
で
す
。

ほ
っ
ぺ
ん
ク
ラ
ブ
九
月
行
事

町
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
か
ら

秋
の
交
通
安
全
運
動
に
つ
い
て

第
44
回

町
民
体
育
大
会

通
所
利
用
者
に
つ
い
て

～
地
域
共
同
作
業
所〔
サ
ル
ビ
ア
〕～

こ
の
た
び
勝
浦
病
院
外
来
待
合
室
に
、

中
角
出
身
の
福
山
直
樹
氏
（
千
葉
県
松

戸
市
在
住
）
か
ら
「
液
晶
テ
レ
ビ
」
を

寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

病
院
で
の
待
ち
時
間
を
少
し
で
も
快

適
に
す
ご
せ
る
よ
う
に
と
の
ご
配
慮
で
、

鮮
明
な
大
画
面
の
テ
レ
ビ
で
す
。
患
者

様
か
ら
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福
祉
車
輌
の

ご
利
用
に
つ
い
て

募

集

障
害
者
の
方
の
社
会
参
加
（
通
院
、

会
合
の
参
加
及
び
買
い
物
等
）
に
ご

利
用
出
来
ま
す
。
障
害
者
手
帳
（
二

級
以
上
）
の
交
付
を
受
け
ら
れ
て
い

る
方
で
予
約
が
必
要
で
す
。

（
車
イ
ス
可
）

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

(

２)

４
６
５
２

勝
浦
病
院

外
来
待
合
室
に
テ
レ
ビ
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町
営
住
宅
に
空
き
室
が
出
来
ま
し
た
の
で
、

入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

平
成
十
七
年
九
月
一
日

～

九
月
十
五
日

ま
で
の
間

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
優
先
入
居
ま
た
は

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

入
居
申
込
先

勝
浦
町
住
民
課

（
所
定
の
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
。）

募
集
住
宅
名

古
川
住
宅
（
横
瀬
）
一
戸
分

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て

３
Ｄ
Ｋ

共
通
募
集
資
格

町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
方
。

ま
た
、
現
在
町
外
に
す
ん
で
い
る
方
で
あ
っ

て
も
入
居
決
定
後
本
町
に
住
所
を
移
し
引

き
続
き
生
活
を
さ
れ
る
方
。

収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る
こ
と

（
入
居
者
全
員
の
所
得
が
月
額
二
十
万
円

以
下
。）

原
則
と
し
て
、
単
身
者
の
方
は
入
居
で
き

ま
せ
ん
。

家
賃
及
び
敷
金
を
支
払
い
す
る
能
力
を
有

す
る
方
。

入
居
者
に
は
、
二
人
の
連
帯
保
証
人
が
必

要
で
す
。

犬
猫
等
入
居
者
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ
ト
の

飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

家

賃

家
賃
は
、
入
居
者
全
員
の
所
得
額
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
一
月
一
二
七
〇
〇
円
か
ら

二
一
〇
〇
〇
円
程
度
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

敷
金
は
、
入
居
時
の
家
賃
額
の
三
月
分
が

必
要
で
す
。

そ
の
他
、
共
益
費
と
し
て
毎
月
三
〇
〇
〇

円
を
家
賃
に
加
算
し
ま
す
。

入
居
の
時
期

平
成
十
七
年
十
月
一
日

予
定

そ

の

他
選
考
に
つ
い
て
は
、
勝
浦
町
町
営
住
宅

設
置
及
び
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
る
。

★
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

町
営
住
宅

入
居
者
募
集
！

わ
が
国
は
、
基
本
的
な
人
間
の
能
力
が

ど
こ
ま
で
伸
び
た
か
を
示
す
Ｈ
Ｄ
Ｉ
で
は

百
七
十
五
ヵ
国
中
九
位
で
す
が
、
政
治
及

び
経
済
へ
の
女
性
の
参
画
の
程
度
を
示
す

Ｇ
Ｅ
Ｍ
で
は
七
十
ヵ
国
中
、
四
十
四
位
と

低
位
で
す
。

す
な
わ
ち
、
わ
が
国
は
、
基
本
的
な
人

間
の
能
力
の
開
発
及
び
女
性
の
能
力
の
開

発
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
女
性
が
能
力

を
発
揮
す
る
機
会
は
十
分
で
な
い
と
言
え

ま
す
。

①

Ｈ
Ｄ
Ｉ

(

人
間
開
発
指
数)

順
位

国

名

Ｈ
Ｄ
Ｉ
値

１
位

ノ
ル
ウ
ェ
ー

〇
・
九
四
四

２
位

ア
イ
ス
ラ
ン
ド

〇
・
九
四
二

３
位

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

〇
・
九
四
一

４
位

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

〇
・
九
三
九

５
位

オ
ラ
ン
ダ

〇
・
九
三
八

６
位

ベ
ル
ギ
ー

〇
・
九
三
七

７
位

米

国

〇
・
九
三
七

８
位

カ
ナ
ダ

〇
・
九
三
七

９
位

日

本

〇
・
九
三
二

10
位

ス
イ
ス

〇
・
九
三
二

②

Ｇ
Ｅ
Ｍ

(
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
指
数)

順
位

国

名

Ｇ
Ｅ
Ｍ
値

１
位

ア
イ
ス
ラ
ン
ド

〇
・
八
四
七

２
位

ノ
ル
ウ
ェ
ー

〇
・
八
三
七

３
位

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

〇
・
八
三
一

４
位

デ
ン
マ
ー
ク

〇
・
八
二
五

５
位

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

〇
・
八
〇
一

６
位

オ
ラ
ン
ダ

〇
・
七
九
四

７
位

オ
ー
ス
ト
リ
ア

〇
・
七
八
二

８
位

ド
イ
ツ

〇
・
七
七
六

９
位

カ
ナ
ダ

〇
・
七
七
一

…

44
位

日

本

〇
・
五
一
五

Ｈ
Ｄ
Ｉ

(

人
間
開
発
指
数)

基
本
的
な
人
間
の
能
力
が
ど
こ
ま
で
伸

び
た
か
を
測
る
も
の
で
、
基
礎
と
な
る

｢

長
寿
を
全
う
で
き
る
健
康
的
な
生
活｣

、

｢

知
識｣

及
び｢

人
並
み
の
生
活
水
準｣

の
三

つ
の
側
面
か
ら
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

平
均
寿
命
、
教
育
水
準
（
成
人
識
字
率
と

就
学
率
）
、
国
民
所
得
を
用
い
て
算
出
し

て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｅ
Ｍ
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
指
数
）

女
性
が
積
極
的
に
経
済
界
や
政
治
生
活

に
参
加
し
、
意
思
決
定
に
参
加
で
き
る
か

ど
う
か
を
測
る
も
の
。

具
体
的
に
は
、
女
性
の
所
得
、
専
門
職
・

技
術
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
、
行
政
職
・

管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
、
国
会
議

員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を
用
い
て
算
出

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て
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家
庭
教
師
や
指
導
付
学
習
教
材
の
契
約
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

事
例
と
し
て
、
学
力
診
断
を
行
う
と
自
宅
に
訪
れ
た

販
売
業
者
か
ら
「
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
電
話
や
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
指
導
す
る
」
と
熱
心
に
勧
め
ら
れ
、
中
学
生
の
息

子
の
た
め
に
三
年
間
の
教
材
を
契
約
し
た
。
二
週
間
後

に
ダ
ン
ボ
ー
ル
二
箱
分
の
教
材
が
届
い
た
が
、
あ
ま
り

に
大
量
で
や
る
気
を
失
っ
て
い
る
。
解
約
で
き
る
も
の

か
？
と
い
う
も
の
で
す
。

契
約
期
間
が
二
ヶ
月
を
超
え
、
金
額
が
五
万
円
を
超

え
る
家
庭
教
師
や
指
導
付
学
習
教
材
の
契
約
は
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
や
中
途
解
約
が
で
き
ま
す
。
教
材
に
つ

い
て
も
、
学
習
指
導
に
必
要
と
い
う
説
明
を
受
け
て
購

入
し
て
い
れ
ば
「
関
連
商
品
」
と
み
な
さ
れ
、
未
使
用

に
つ
い
て
は
、
解
約
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
販
売
業
者
は
家
庭
教
師
や
指
導
と
学
習
教

材
は
別
契
約
で
あ
る
と
主
張
し
、
教
材
の
解
約
に
応
じ

な
い
、
不
当
に
高
額
な
解
約
料
を
請
求
す
る
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
教
材
を
届
け
る
な
ど

の
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
長
期
間
に
わ
た

る
高
額
で
大
量
な
教
材
の
契
約
は
さ
け
た
ほ
う
が
よ
い

で
し
ょ
う
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
惑

わ
さ
れ
ず
に
、
契
約
書
面
で
役
務
部
分
の
説
明
や
教
材

の
価
格
設
定
が
妥
当
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
８
８
（
６
２
３
）０
６
１
１

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

消
費
者
の
豆
知
識
⑲

学
習
教
材
の
過
量
販
売
に
ご
注
意
を
!!

平成17年度 勝浦町地域子ども教室開催日程表

勝
浦
町
教
育
委
員
会
で
は
、
小
中

学
校
児
童
・
生
徒
が
放
課
後
や
休
日

を
健
全
で
安
全
に
過
ご
せ
る
居
場
所

を
、
地
域
住
民
の
方
々
を
中
心
と
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
、
八

月
か
ら
提
供
し
て
い
ま
す
。

多
彩
な
教
室
を
開
催
し
て
お
り
、

町
内
の
小
中
学
校
に
通
う
児
童
・
生

徒
さ
ん
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
遊
び
に
き

ま
せ
ん
か
？

参
加
費
は
い
ず
れ
の
教
室
と
も
に

無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
一
部
の

教
室
で
、
教
材
費
が
有
料
と
な
っ
て

い
ま
す
）

★
詳
し
く
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会

内
〈

(

２)

２
５
１
５
〉
勝
浦
町
地

域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
実
行
委
員

会
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

教 室 名 内 容 開 催 日 場 所 参加資格 申 込

勝浦町

子ども教室

陸 上 教 室 日曜日（日指定） 勝浦中学校 小学校高学年・中学生 現地集合

化 石 採 集 体 験 学 習 11/６ 立 川 小中学生 勝浦町教育委員会

天 体 観 測 10/22 ・12/17 那賀川町科学センター

小中学生
子育て交流

支援センター
バルーンアート体験学習 11/12 こどもの広場

む か し の あ そ び 10/16 ・１/15 こどもの広場

親子清掃ボラン ティア ８/28 勝浦中学校ほか 中学生 現地集合

小学校対抗綱引 き大会 10/30 勝浦中学校 小学生 生比奈・横瀬小学校

生比奈

子ども教室

親子清掃ボラン ティア ８/28 生比奈小学校ほか
生比奈小学校生 生比奈小学校

金 管 楽 器 演 奏 体 験 毎週火曜日 生比奈小学校

横瀬

子ども教室

親子清掃ボラン ティア ８/28 横瀬小学校ほか
横瀬小学校生 横瀬小学校

金 管 楽 器 演 奏 体 験 毎週火曜日 横瀬小学校

野球教室

生 比 奈 ク ラ ブ と

い っ し ょ に 野 球 練 習

8月 第１･３･５火水金土曜日 生比奈小学校

グラウンド
生比奈小学校生

現地集合

9月～ 火・金曜日

勝 浦 タ イ ガ ー ス と

い っ し ょ に 野 球 練 習

8月 第2･４火水金土曜日 横瀬小学校

グラウンド
横瀬小学校生

9月～ 水・土曜日

バレーボール

教室

生比奈クラブといっしょにバレー練習 毎週水曜日 生比奈小学校体育館 生比奈小学校生

勝浦JVCといっしょにバレー練習 毎週金曜日 横瀬小学校体育館 横瀬小学校生

バスケット

ボール教室

勝浦キッズミニバスクラブ

といっしょにバスケット練習
毎週火・土曜日

生比奈小学校

体育館

生比奈・横瀬

小学校生
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平
成
17
年
10
月
か
ら

介
護
保
険
制
度
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

１. 施設サービス等利用時の利用者負担が変わります。

現在、居住費と食費は介護保険施設に入居している人の給付対象となっています
が、在宅で介護サービスを利用している人は自己負担となっています。今回、利用
者負担の公平性を図るために施設給付が見直され、居住費、食費が全額自己負担
（表-1）になります。

◎自己負担となるサービス◎

介護老人福祉施設・介護老人保健施設・

介護療養型医療施設の居住費と食費

短期入所生活介護・短期入所療養介護

（ショートステイ）の居住費と食費

通所介護（デイサービス）・通所リハ
ビリテーション（デイケア）の食費

区 分
居住費

（月額予定）
食費

（月額予定）

ユニット型個室 60,000円

42,000円
ユニット型準個室

及び従来型個室
50,000円

多床室 10,000円

表-１ 自己負担となる金額の目安（基準費用額）

利用者負担段階
居住費の負担限度額 食費の負

担限度額個室 準個室 多床室

第１段階
住民税世帯非課税で老齢福祉年金を
受けている人、生活保護の受給者

25,000円 15,000円 0円 10,000円

第２段階
住民税世帯非課税で、合計所得金額
と課税年金収入額の合計額が80万円
以下の人

25,000円 15,000円 10,000円 12,000円

第３段階
住民税世帯非課税で、第2段階に該
当しない人

50,000円 40,000円 10,000円 20,000円

表-２ 負担限度額（月額予定）

＜＜ 所得の低い方は負担が軽減されます ＞＞

低所得の人の施設利用が困難とならないように、所得に応じた負担限度額（表-2）
を設定し、限度額を超えた分は介護保険から特定入所者介護サービス費として給付
されます。（通所サービスは除く）

＊特定入所者介護サービス費を受けるためには町に申請をして認定を受けることが必要です。

２. 高額介護サービス費の利用者負担上限額が一部変更されます。

所得の低い方の自己負担の軽減を図るため、利用者負担上限額の一部が下記のよ
うに変更されます。

３. 高額介護サービス費の申請手続きが簡素化されます。

現在、高額サービス費の申請は毎月行わなければなりませんが、申請手続きを簡
素化し、初回の申請のみで給付できるよう改正が行われます。

４. 社会福祉法人減免制度が見直されます。

利用者負担第３段階の方の一部にも適用されるとともに、減額割合も原則として
４分の１に変更されます。

＊改正の主なもののみ掲載しています。詳細については今後変更される場合があります。

問い合わせ先

勝浦町役場福祉課
介護保険係

（2)1502

利用者負
担上限額

住民税世帯非課税で老齢
福祉年金を受けている人、
生活保護の受給者

15,000円

住民税世帯非課税 24,600円

一般（上記以外） 37,200円

利用者負
担上限額

住民税世帯非課税で老齢福祉年金を
受けている人、生活保護の受給者

15,000円

住民税世帯非課税で、合計所得金額と課
税年金収入額の合計額が80万円以下の人

15,000円

住民税世帯非課税で、合計所得金額と
課税年金収入額の合計額が上記以外

24,600円

一般（上記以外） 37,200円

現 在 平成17年10月から
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年金保険料の納付は
口座振替がお得です

国民年金だより

国民年金保険料 (月額13,580円) の納付は、納

付書を使用して金融機関等の窓口で納める以外に

口座振替による方法があります。

１ 口座振替

(1)翌月末振替 (例として、９月分の保険料を10

月末に引き落とすもの。)

(2)当月末振替 (例として、９月分の保険料を９

月末に引き落とすもので、保険料が翌月末振替

より40円安くなります。)

次のものをご持参のうえ、金融機関あるいは、

社会保険事務所で手続きをしてください。

①年金手帳または納付案内書

②預貯金通帳

③金融機関へのお届け印鑑

２ 前納制度

平成18年３月分までの保険料を前納すると割引

されお得です。たとえば、今年10月末までに来年

の３月分までの６ヶ月分を納付書で前納すると、

80,820円となり、毎月13,580円を６ヶ月納めた場

合の81,480円よりも660円お得です。この場合、

前納の納付書が必要ですので、社会保険事務所ま

でご連絡ください。

さらに、口座振替による６ヶ月前納をご利用に

なると、270円安くなり80,550円となります。９

月20日 (期日厳守) までにお申し込みください。

国民年金に関する問い合わせは

徳島南社会保険事務所 088（652）3111

役場 住民課年金係 (2)1501
〈持参物：年金手帳等〉

開催日時
講 座 ・ 教 室 名

場 所 定員 備 考
人 権 健 康 教 室 文化･趣味講座

17.７月３日
社会総合大学開校式
（二宮清純講演会）

勝浦町農村環境改善センター なし 終了しました

８月21日
阿波人形芝居フェ
スティバル勝浦

勝浦町農村環境改善センター なし 終了しました

９月27日 リトミック体操
子育て交流支援センター

（旧沼江保育所）
なし 飲み物付き

10月25日 絵手紙作り体験 ふれあいの里さかもと 30名
事前申込み必要
（先着30名）

11月12日 リトミック体操 子育て交流支援センター
（旧沼江保育所）

なし 飲み物付き

12月６日
うどん打ち･そば
打ち体験試食

ふれあいの里さかもと 30名
事前申込み必要
（先着30名）

12月未定 人権講演会 勝浦町農村環境改善センター なし
日程変更の可能
性あり

18.１月17日
つたかご･リース
作り体験 ふれあいの里さかもと 30名

事前申込み必要
（先着30名）

２月未定 人権講演会 勝浦町農村環境改善センター なし 記念品贈呈

平成17年度 高 齢 者 教 室

①事前申込みが必要な講座は、勝浦町教育委員会 (2)2515へ開催日の７日前までに申し込んでください。（電話でも可）

②送迎バスを運行します。

③都合により日程・内容を変更する場合がございます。（変更する場合は広報誌等でお知らせします。）

④健康教室は軽い体操ができる服装で参加してください。

⑤いずれの講座も参加料は無料です。

⑥開始時間は全ての講座とも午後１時からとなっております。

⑦定員のある講座は先着順とし、定員になりしだい受付を締め切ります。

⑧各講座の案内文書は送付いたしません。

納め方には、次の方法があります。
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まちかど散歩みち

地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
七
月
二
十
七
日
か
ら
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

に
お
い
て
十
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
期
間
中
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
各
チ
ー
ム
は
、
真
夏
の
暑
さ
の
中
、
優
勝

を
目
指
し
て
懸
命
の
プ
レ
ー
を
展
開
し
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
昨
年
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
チ
ー
ム
横
瀬
と
今
大
会
、
台
風
の
目
と
な
っ

た
久
国
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
も
こ
こ
ま
で
の
勢
い
を
そ
の
ま
ま
に

保
持
し
て
い
た
久
国
が
終
始
、
投
打
で
横
瀬
を
圧
倒
し
、
見
事
、
優
勝
の
栄
冠
に

輝
き
ま
し
た
。

久
国
の
勢
い
の
前
に
敗
れ
は
し
ま
し
た
が
、
昨
年
に
続
い
て
の
決
勝
進
出
と
い

う
こ
と
で
横
瀬
の
健
闘
も
光
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

勝
浦
た
イ
ガ
ー
ス

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

球

友

山

西

掛

生

名

横

瀬

坂

本

久

国

星

谷

優勝 生 名

生

名

中

角

星

谷

Ａ

横

瀬

棚

野

坂

本

与

川

内

久

国

星

谷

Ｂ

山

西

掛

優勝 久 国

第
十
二
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
祭
軟
式
野
球
大
会
勝
浦
町
予
選
が
、
六
月
二
十
八

日
か
ら
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
八
チ
ー
ム

の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
暑
さ
の
厳
し
い
中
で

の
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
各
チ
ー
ム
は
、
一
丸
と

な
っ
て
、
優
勝
を
目
指
し
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
昨
年
の
優
勝
チ
ー
ム
生
名
と
今
大
会

健
闘
が
目
立
っ
た
星
谷
と
の
対
決
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
は
、
終
始
、
打
線
が
爆
発
し
た
生
名
が
、
完
封

勝
利
を
お
さ
め
、
昨
年
に
続
き
、
勝
浦
町
代
表
と
な

り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

～軟式野球大会勝浦町予選～

第12回

徳島県スポーツ・
レクリエーション祭

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

地
区
対
抗
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９月４日に香川県善通寺市で開催される「第26回四国

地区空手道選手権大会」に出場する３選手が町長を表敬

訪問し、大会の健闘を誓いました。

３選手は、成年男子（中量級）の部に出場する瀧花直行

さん（今山）、少年女子の部に出場する谷尻奈菜子さん

（中山）、福野実穂さん（星谷）です。

町内にある、日本空手道松濤舘
しょうとうかん

流三空会の道場に通っ

ています。

また、谷尻さんは、10月に岡山県で開催される国

民体育大会に県代表として出場します。

四国空手道選手権に出場

▲

machikado sanpomichi

▲ 同和かるた取り大会

徳島市において、人権意識を高め同和問題の早期解決

を図るため、各郡市から小・中・高校生と社会人が参加

し、かるた取り大会が行われました。

熱戦が展開され、社会人の部 日浦直子さん（横瀬）

と小学生（４～６年）の部 板垣麻香さん（横瀬小学校６

年）が、優勝しました。

▼

ふれあい看護体験

勝浦高校１・２年生の男子２名

と女子２名が勝浦病院で２日間看

護師の仕事を体験しました。

生徒は、看護師から血圧の測り

方、ベッドメイキング、車いすの

扱い方等看護業務を学びました。

▲社会人の部 日浦直子さん

▲ 小学生（４～６年）の部 板垣麻香さん

▲ 後列右より瀧花直行さん、谷尻奈菜子さん、福野実穂さん

８月 町内の出来事
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ククリリーーンン情情報報

日 時 平成17年９月４日
午前８時～11時まで
〔雨天時の中止の場合は、午前７時に放送

を行い、９月18日 に延期します。〕

場 所 星谷運動公園 駐車場

料 金 ★家庭の粗大ごみ手数料

１個 500円～1，000円 （別表参照）

★特定家庭用機器４品目（エアコン、

テレビ、電気冷凍・冷蔵庫、電気

洗濯機）（右表参照）

今後の予定 次回は平成18年３月に回収を予定

しています。

その他 産業廃棄物及び事業系廃棄物は、取り扱い

できませんのでご了承ください。

※ごく一部の会社の製品がこの料金と

違うものがあります。別に、１個に

つき、運搬料金2,000円と郵便局での

手数料70円が必要です。

エ ア コ ン 3，675円

テ レ ビ 2，835円

電気冷蔵・冷凍庫 4，830円

電 気 洗 濯 機 2，520円

リサイクル料金（標準）

問い合わせ 役場住民課 (2)1501

クリーンセンター (2)4649

生活様式の多様化により、ごみの量が増加し、

それらを処理する経費も増加してきています。

修理可能な物は修理するなど、廃棄物をできる

だけ少なくする為のご協力をお願いします。

９
月
４
日

は

全
町
一
斉
清
掃
日

毎年６月から９月までの第１日曜日を全町一斉清掃日と定め、環

境衛生の保全、環境美化の向上にご協力いただき「清流に緑映え、

人輝くまちかつうら」づくりに成果をあげています。今月は

本年最後の全町一斉清掃日として９月４日

を予定しています。

各地区の区長さんや保健部長さんの指示に従って、地区の実情

にあった方法で、１戸に１人は参加していただき、ご協力をお願

いします。

次のとおり実施しますので、ご協力をお願いします。

家庭の粗大ごみの回収について
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９月 ガラスびん収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（６日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（13日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
土
曜
日

（17日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

第

四

火

曜

日

（27日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

９月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（５日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（12日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
火
曜
日

（20日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

旧パチンコ店跡地前道路南側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（26日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

九
月
三
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫（
横
瀬
）

九
月
十
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ

「勝浦を考える会」

最近、犬の飼い主の方のマナー
が悪くなってきています。飼い犬
の放し飼いや散歩中のフンの放置
はやめましょう。
今、飼い主のモラルが問われて

います。近隣や周囲の人に迷惑を
かけることなく楽しく快適にペッ
トと暮らすためにも、愛情と責任
を持って飼いましょう。

※登録している犬の場合は印鑑と
鑑札が必要です。

不用犬の引き取り日

９月７日

９月21日
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国保と医療費

医療費が増えているって本当ですか？

みなさんがお医者さんにかかったときの医療費が増える傾向

にあります。医療費が増えると、国保の財政を圧迫し、保険税

の引き上げにもつながります。そうならないためにも、日ごろ

から健康づくりを心がけ、医療費を節約しましょう。

●医療費は増える傾向にあります

●上手なお医者さんのかかり方

医療費は今後も増え続けていくことが予想されますが、私たちのちょっとした心がけで

その上昇を止めることもできるのです。

①お医者さんのかけ持ちは
やめましょう

②時間外、休日受診は
なるべく避けましょう

③薬をたくさん欲しがるのは
やめましょう

④かかりつけ医を持ちましょう ⑤お医者さんを信頼し、指示
を守りましょう

⑥定期的に健康診断を受け、
病気の早期発見、
早期治療を心
がけましょう。

国民医療費の推移 一人当たりの診療費と保険税調定額の推移
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私
た
ち
は
一
日
に
ど
れ
く
ら
い
の

言
葉
を
発
し
、
人
に
伝
え
て
い
る
で

し
ょ
う
。
何
気
な
く
口
に
す
る
言
葉
、

そ
れ
は
人
を
和
ま
せ
、
勇
気
づ
け
、

そ
し
て
時
に
は
人
を
深
く
傷
つ
け
ま

す
。あ

る
日
、
買
い
物
に
行
く
途
中
、

私
は
高
校
生
く
ら
い
の
二
人
連
れ
と

す
れ
違
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
の

耳
に
は
っ
き
り
と
こ
ん
な
会
話
が
聞

こ
え
た
の
で
す
。

「
今
の
子
見
た
。」

「
う
ん
、
見
た
。」

「
手
が
な
か
っ
た
よ
ね
。」

「
う
ん
。」

私
に
は
、
生
ま
れ
つ
き
右
手
が
ひ

じ
ま
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
に
も
、
こ
ん
な
好
奇
の
目
に
さ
ら

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
小
さ
い
と
き
か
ら
両

親
は
私
に
こ
う
言
い
続
け
て
く
れ
ま

し
た
。

「
あ
か
り
は
ね
、
お
母
さ
ん
の
お
な

か
の
中
で
け
が
を
し
て
し
ま
っ
た
の
。

だ
け
ど
、
何
で
も
で
き
る
の
よ
。
た

だ
、
人
よ
り
少
し
時
間
が
か
か
る
だ

け
。
や
っ
て
や
れ
な
い
こ
と
は
な
い

よ
。」そ

の
言
葉
に
支
え
ら
れ
、
私
は
負

け
ず
に
明
る
く
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
私

を
特
別
視
し
た
り
、
傷
つ
け
る
人
も
、

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

中
で
も
、
小
三
の
時
に
友
人
に
言

わ
れ
た
、
こ
の
言
葉
は
と
て
も
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た
。

「
あ
か
り
ち
ゃ
ん
の
手
は
、
お
母
さ

ん
の
お
な
か
の
中
に
忘
れ
て
き
ち
ゃ
っ

た
ん
だ
よ
ね
。
だ
っ
た
ら
、
あ
か
り

ち
ゃ
ん
の
弟
も
、
お
な
か
の
中
で
ず
ー
っ

と
手
が
な
く
て
、
あ
か
り
ち
ゃ
ん
が

忘
れ
て
き
た
手
を
つ
け
た
の
か
な
ぁ
。」

思
い
も
よ
ら
ぬ
言
葉
に
、
私
は
何

も
返
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
に
帰
っ

て
か
ら
も
、
そ
の
言
葉
が
頭
か
ら
離

れ
ず
、
で
も
、
家
族
の
だ
れ
に
も
言

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、
手
が
な

い
こ
と
を
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
た
こ

と
な
ど
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
ん
な
私
を
救
っ
て
く
れ
た
の
は
、

弟
の
先
生
の
温
か
い
働
き
か
け
で
し

た
。去

年
の
秋
、
幼
稚
園
児
の
弟
が
家

に
帰
っ
て
く
る
な
り
、

「
お
姉
ち
ゃ
ん
の
手
は
魔
法
の
手
な

ん
だ
よ
ね
。」

と
言
っ
て
、
抱
き
つ
い
て
き
ま
し
た
。

何
が
何
だ
か
わ
か
ら
ず
、
目
を
丸
く

し
て
い
た
私
に
、
母
が
こ
う
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

「
今
日
、
幼
稚
園
で
先
生
に
『
さ
っ

ち
ゃ
ん
の
ま
ほ
う
の
手
』
を
読
ん
で

も
ら
っ
た
ん
だ
っ
て
。」

そ
の
本
は
、
手
に
障
害
の
あ
る
女

の
子
の
お
話
で
す
。
そ
の
さ
っ
ち
ゃ

ん
が
ま
ま
ご
と
を
し
て
遊
ん
で
い
る

と
、

「
そ
ん
な
手
だ
と
、
お
母
さ
ん
に
は

な
れ
な
い
。」

と
言
わ
れ
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
さ
っ
ち
ゃ

ん
の
お
母
さ
ん
は
、

「
こ
の
手
は
魔
法
の
手
、
大
好
き
よ
。」

と
言
っ
て
あ
げ
る
、
そ
ん
な
お
話
で

し
た
。

私
は
腕
に
し
が
み
つ
く
弟
に
、

「
へ
え
、
そ
う
か
。」

と
言
い
な
が
ら
、
涙
が
あ
ふ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
幼
稚
園
の
先
生

は
、
私
の
腕
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た

か
ら
、
そ
の
話
を
弟
た
ち
に
読
ん
で

く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

「
お
母
さ
ん
に
な
れ
な
い
」
と
言
わ

れ
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
さ
っ
ち
ゃ

ん
は
、「
手
を
お
母
さ
ん
の
お
な
か
の

中
に
忘
れ
た
の
」
と
言
わ
れ
た
私
そ

の
も
の
で
す
。
弟
の
先
生
は
、
心
な

い
言
葉
に
傷
つ
く
こ
と
が
あ
る
私
の

た
め
に
、
こ
の
話
を
読
み
聞
か
せ
、

す
て
き
な
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
私
の
心
の
栄
養
剤
と
な

り
、
新
た
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
い

う
勇
気
を
く
れ
た
の
で
す
。
母
も
そ

の
お
話
に
感
激
し
、
お
礼
の
手
紙
を

渡
し
た
そ
う
で
す
。
す
ぐ
に
く
だ
さ
っ

た
お
返
事
の
手
紙
は
、
今
で
は
母
の

大
切
な
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。

言
葉
に
は
、
と
て
も
多
く
の
、
そ

し
て
大
き
な
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
私
が
身
を
も
っ
て
感
じ
て
き
ま

し
た
。
小
三
の
時
の
友
達
の
言
葉
に

傷
つ
き
、
弟
の
先
生
の
言
葉
に
勇
気

づ
け
ら
れ
、
そ
し
て
、
心
な
い
高
校

生
の
言
葉
に
は
怒
り
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
高
校
生
ら
の
よ
う
に
言
わ
れ

た
こ
と
は
、
ま
だ
あ
り
ま
す
。
き
っ

と
、
こ
の
先
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

で
も
、
ど
ん
な
言
葉
も
、
母
や
先
生

が
言
っ
て
く
れ
た
言
葉
が
与
え
て
く

れ
た
力
に
は
か
な
わ
な
い
と
思
い
ま

す
。
私
の
手
は
、
さ
っ
ち
ゃ
ん
と
同

じ
魔
法
の
手
。
そ
し
て
、
私
は
何
だ
っ

て
で
き
る
。
私
は
そ
う
信
じ
て
い
ま

す
。中

学
に
入
っ
て
、
私
は
バ
レ
ー
部

に
入
り
ま
し
た
。
初
め
は
な
か
な
か

パ
ス
が
で
き
ず
、
悩
み
ま
し
た
。
し

か
し
、
先
輩
方
は
私
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
続
け
、
練
習
相
手
に
な
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
チ
ー
ム
メ
イ
ト
も
快
く

パ
ス
相
手
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
ず
い
ぶ
ん
長
く
パ
ス

が
続
く
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
う
ま
く
な
っ
た
ね
。
自
信
を
も
っ

て
。」

そ
う
言
わ
れ
た
時
は
、
さ
ら
に
力
が

わ
い
て
き
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、

た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
人
た
ち
の
思
い
に
感
謝

し
な
が
ら
、
私
は
こ
れ
か
ら
も
強
く
、

明
る
く
生
き
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

私
が
励
ま
さ
れ
た
言
葉
の
よ
う
に
、

人
を
元
気
に
し
て
あ
げ
ら
れ
る
言
葉

を
私
も
た
く
さ
ん
か
け
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

第
二
十
四
回
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
文

集
よ
り

言 葉 の 力

かたりあうページ



21

夕
や
み
に
白
き
絨
毯
敷
き
し
ご
と
こ
こ
だ
く
咲
け
り
ど
く
だ
み
の
花

坂
本

大

亀

豊

子

薄
暗
き
散
歩
途
中
に
す
か
し
見
る
隣
の
夫
婦
は
ま
だ
野
良
に
い
る

坂
本

山

口

昭

市

カ
レ
ン
ダ
ー
に
賞
味
期
限
を
書
き
込
み
て
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
豆
腐
一
丁

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

柔
肌
に
メ
ス
入
れ
る
ご
と
手
の
ひ
ら
の
絹
ご
し
豆
腐
を
賽さ

い

の
目
に
切
る

横
瀬

平
山
美
千
江

病
院
の
庭
木
広
場
の
深
緑
車
椅
子
止
め
深
呼
吸
す
る

横
瀬

西

蔭

達

男

追
憶
の
遥
か
に
な
り
し
故
郷
の
不
動
明
王
の
眼
差
し
き
び
し

坂
本

木

下

茂

子

腰
さ
す
り
励
ま
し
く
れ
し
助
産
婦
の
菩
薩
の
ご
と
き
笑
顔
忘
れ
じ

横
瀬

丸

関

朋

子

白
百
合
の
ゆ
た
か
に
匂
う
仏
間
な
り
読
経
の
声
の
清
し
く
透
る

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

よ
っ
て
ネ
市
へ
明
日
出
荷
す
る
樒
な
り
緑
濃
く
し
て
持
ち
重
り
す
る

横
瀬

廣
安
美
枝
子

老
い
ゆ
け
ば
父
母
の
墓
参
も
叶
わ
ぬ
と
故
郷
へ
向
き
て
不
孝
詫
び
居
り

棚
野

田

中

茂

子

枯
れ
た
る
を
捨
て
ん
と
す
れ
ど
枝
先
の
小
さ
き
緑
に
た
め
ら
い
て
お
り

棚
野

殿

川

早

苗

明
く
る
日
の
予
定
を
書
く
が
習
い
と
な
れ
ど
体
調
次
第
で
た
や
す
く
変
え
る

生
名

柳

田

末

子

八
十
の
父
母
が
作
り
し
夏
野
菜
ず
っ
し
り
重
く
両
手
で
抱
う

坂
本

菅
内
久
美
子

見
上
ぐ
れ
ば
窓
い
っ
ぱ
い
に
緑
あ
り
て
か
か
る
暮
ら
し
を
幸
せ
と
せ
ん

横
瀬

日

下

克

子

水
不
足
な
れ
ど
も
植
え
終
え
し
峡
の
田
に
今
朝
は
緑
の
風
渡
り
ゆ
く

中
山

溝
内
喜
美
代

母
さ
ん
と
言
う
て
く
れ
る
も
九
十
越
え
薄
れ
る
絆
に
寂
し
く
も
あ
り

中
山

栗

城

絹

自
動
車
を
避
け
る
か
た
え
の
山
岸
に
梅
実
の
緑
の
す
が
す
が
し
朝

立
川

堀

梅

子

新
聞
は
ニ
ュ
ー
ス
が
メ
イ
ン
と
知
り
な
が
ら
も
選
ぶ
基
準
は
文
化
欄
な
り

棚
野

田

中

久

子

く
る
く
る
と
回
り
て
胡
瓜
は
空
高
く
ま
だ
ま
だ
元
気
と
手
を
振
っ
て
い
る

坂
本

平

尾

智

男

幸
せ
中
と
二
人
の
顔
に
書
い
て
あ
り
道
の
辺
の
花
も
伸
び
上
が
り
見
る

棚
野

島

つ
と
む

地
を
這
い
て
踏
ま
れ
て
も
増
え
る
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
夏
の
畠
に
持
て
あ
ま
す
草

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

助
手
席
の
夫
は
新
車
に
そ
わ
そ
わ
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
確
か
め
て
い
る

横
瀬

桜
木
千
代
子

し
ゃ
が
み
込
み
紅
ほ
お
ず
き
の
可
憐
さ
に
姑
の
仕
種
を
懐
か
し
く
真
似
る

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

犬
好
き
の
幼
な
の
声
に
老
犬
は
や
お
ら
と
起
き
て
ゆ
る
く
尾
を
振
る

中
山

山

下

房

雄

検
査
日
も
間
近
に
迫
り
て
体
重
を
減
ら
す
事
に
も
一
苦
労
す
る

中
山

猪
谷
喜
美
代

暗
く
な
り
今
日
は
降
る
か
と
待
ち
わ
び
し
に
望
み
も
空
し
青
空
と
な
る

横
瀬

林

と
み
え

右
岸
と
な
る
勝
浦
川
の
葭
原
に
見
え
隠
れ
し
て
鬼
百
合
の
咲
く

与
川
内

植

松

寄

子

朝
早
く
飛
び
立
つ
子
燕
よ
育
ち
た
る
古
巣
慕
い
て
ま
た
帰
り
来
よ

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

〈
選
の
後
に
〉

今
回
も
い
い
歌
が
あ
り
、
た
の
し
く
選
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。
ま
ず
、

大
亀
豊
子
さ
ん
の
歌
は
、
夕
や
み
の
中
の
ど
く
だ
み
（
十
薬
）
の
花
を

「
白
き
絨
毯
敷
き
し
ご
と
」
と
直
感
を
見
事
に
と
ら
え
、
短
歌
の
も
つ

語
調
（
リ
ズ
ム
）
も
美
し
い
。
「
こ
こ
だ
く
」
と
は
「
こ
ん
な
に
多
く
」

と
い
う
意
味
で
、
漢
字
で
は
「
幾
許
く
」
と
書
く
。
こ
の
人
は
相
当
作

り
込
ん
で
い
る
力
あ
る
作
者
だ
と
思
う
。
昔
（
も
う
五
十
年
ほ
ど
に
な

ろ
う
か
）
坂
本
に
新
居
豊
子
さ
ん
と
い
う
女
性
で
、
い
い
歌
を
作
ら
れ

る
人
が
い
た
が
、
そ
の
方
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
り
し
て
い
る
。
も

し
も
そ
う
だ
っ
た
ら
復
活
を
心
よ
り
歓
迎
し
た
い
。

次
の
山
口
昭
市
さ
ん
の
歌
は
、
日
の
暮
れ
を
ま
だ
野
良
に
働
い
て
い

る
隣
の
夫
婦
を
詠
ん
だ
。
作
者
は
散
歩
し
て
い
る
の
だ
が
、
「
ま
だ
野

良
に
い
る
」
隣
の
夫
婦
へ
の
思
い
を
一
言
も
言
わ
ず
に
感
動
と
し
て
表

現
し
た
と
こ
ろ
に
こ
の
歌
の
す
ば
ら
し
さ
が
あ
る
。

中
田
ヤ
ス
エ
さ
ん
は
少
な
い
家
族
の
家
庭
生
活
を
歌
っ
た
。
た
っ
た

一
丁
の
豆
腐
で
足
り
る
暮
ら
し
。
そ
の
豆
腐
の
賞
味
期
限
を
カ
レ
ン
ダ
ー

に
書
き
込
み
す
ぐ
に
は
食
べ
な
い
で
冷
蔵
庫
に
保
存
す
る
。
手
馴
れ
た

巧
み
な
作
品
で
あ
る
。

さ
て
、
今
回
も
勝
浦
町
出
身
の
歌
人
に
「
ふ
る
里
を
歌
っ
た
作
品
」

を
も
っ
て
登
場
し
て
も
ら
お
う
。

竜
臥
の
丘

阿
南
市

河

野

茂

美

秀
麗
な
る
稼
勢
の
山
裾
な
だ
ら
か
に
「
竜
臥

り
ゅ
う
が

の
丘を

か

」
と
校
歌
は
謳う

た

ふ

わ
が
母
校
宿
泊
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
と
蘇
生
す
竜
臥
の
丘
辺
に

七
鳥
居
く
ぐ
り
詣
で
て
健
や
か
に
生
き
む
と
人
ら
石
段
の
ぼ
る

故
里
は
「
さ
か
も
と
」
な
れ
ど
坂
の
上

喘あ
へ

ぎ
上
り
き
木
炭
バ
ス
も

ト
ン
ネ
ル
口ぐ

ち

商
店
街
の
盆
を
ど
り
団
扇

う
ち
わ

か
ざ
し
し
少
女
ら
い
づ
こ

後
ろ
髪
引
く
父
母
も
亡な

し
漂
鳥

へ
う
て
う

の
お
も
ひ
に
帰
途
の
横
瀬
橋
越
ゆ

※
漂
鳥
…
越
冬
地
と
繁
殖
地
を
異
に
す
る
小
移
動
鳥
類
。
夏
は
山
に
住
み

冬
は
人
里
近
く
に
住
む
。
ウ
グ
イ
ス
・
メ
ジ
ロ
な
ど
。

河
野
茂
美
さ
ん
は
坂
本
の
出
身
で
、
阿
南
市
大
井
町
岡
田
へ
お
嫁
入

り
さ
れ
た
。
い
ま
坂
本
の
生
家
は
甥
に
あ
た
る
沢
野
稔
さ
ん
が
継
い
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
聞
く
。
河
野
さ
ん
は
戦
後
間
も
な
く
の
新
し
い
勝
浦

の
歌
壇
を
創
っ
た
先
輩
で
も
あ
る
。
前
記
の
大
亀
豊
子
さ
ん
も
た
し
か

一
緒
に
活
躍
さ
れ
た
人
だ
と
思
う
。
今
、
河
野
さ
ん
は
、
全
国
で
も
屈

指
の
大
短
歌
結
社
「
水
甕

み
ず
が
め

」
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
ま
で
も
衰
え

る
こ
と
を
知
ら
な
い
す
ば
ら
し
い
女
流
歌
人
で
あ
る
。

松

並

武

夫

選

か
つ
う
ら
歌
壇

九
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田
万

里

十
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山
香

月

次
回
作
品
募
集



22

の保健行事 〈問い合わせ 役場福祉課保健師 （2）1502〉

み ん な の 健 康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

１ 木
健 康 相 談 ９:00～10:00

棚 野 集 会 所 住 民 健 康 手 帳
運 動 教 室 10:00～11:00

２ 金 ポリオワクチン投与 13:00～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成10年３月３日から
平成17年６月２日まで
に生まれた子で、２回
受けていない子

問 診 票

母子健康手帳

予防接種手帳

６ 火
健 康 相 談 ９:00～10:00

久 国 集 会 所 住 民 健 康 手 帳
運 動 教 室 10:00～11:00

12 月 健 康 相 談 ９:30～11:00 生名センター 住 民 健 康 手 帳

13 火

健 康 相 談 ９:30～10:00
勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳

運 動 教 室 10:00～11:00

健 康 相 談 13:30～14:00

掛 谷 集 会 所 住 民 健 康 手 帳介護教室
「家庭での介護方法について」

14:00～

16 金 １ 歳 児 健 康 診 査 13:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成16年５月１日から
平成16年10月31日まで
に生まれた子

母子健康手帳

22 木
健 康 相 談 ９:00～10:00 沼江コミュニ

ティセンター
住 民 健 康 手 帳

糖 尿 病 予 防 教 室 10:00～11:00

26 月
糖 尿 病 予 防 教 室

健 康 相 談
13:30～15:00 坂 本 集 会 所 住 民 健 康 手 帳

27 火 巡 回 結 核 検 診 ９:30～16:00 町 内 巡 回 下記日程表等参照

30 金 ３ 歳 児 健 康 診 査 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成14年３月１日から
平成14年６月30日まで
に生まれた子

問 診 票

母子健康手帳

月日 地 区 場 所 時 間

９

月

27

日

沼 江 高田 治さん宅前 午前９:30～10:00

石 原 山本基工事務所前 午前10:10～10:40

掛 谷 田中屋駐車場 午前10:50～11:20

中 角 農村婦人の家 午前11:30～12:00

生 名 いちょうの木 午後１:30～２:00

中 山 中野 功さん宅前 午後２:10～２:40

棚 野 棚野集会所向かい 午後２:50～３:20

久 国 役場前 午後３:30～４:00

※検診料……無 料

※受診を希望される方は、当日、ボタンや金具等の
ついていない服装でおこしください。

※10月５日にも行います。

平成17年度 巡回結核検診日程表 結
核
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

徳
島
県
の
結
核
罹
患
率
の
推
移
を
み
る
と
、
戦
後
、
順
調
に
減
少
し

て
き
ま
し
た
が
、
近
年
、
ほ
ぼ
横
ば
い
か
ら
や
や
増
加
傾
向
に
な
っ
て

い
ま
す
。
全
国
と
比
べ
、
本
県
の
罹
患
率
は
高
く
、
平
成
十
五
年
で
は
、

全
国
ワ
ー
ス
ト
十
二
位
で
、
新
規
登
録
患
者
数
は
二
百
五
人
、
結
核
患

者
数
は
十
七
人
で
し
た
。
高
齢
者
の
結
核
が
多
く
、
新
規
登
録
患
者
の

中
で
六
十
歳
以
上
を
占
め
る
割
合
は
全
国
一
位
で
し
た
。

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
結
核
予
防
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
結

核
の
定
期
健
康
診
断
に
つ
い
て
、
六
十
五
歳
以
上
の
者
は
年
に
一
回
は

定
期
検
診
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
感
染
症
は
人
か
ら
人
へ
う
つ

る
病
気
の
た
め
、
対
策
と
し
て
一
人
ひ
と
り
が
結
核
の
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
、
年
に
一
回
は
必
ず
定
期
的
に
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

総
合
健
診
や
医
療
機
関
等
で
、
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
九
月
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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９月 勝浦郡夜間救急当番表

９月１日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ ９月17日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月３日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０ ９月19日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

９月５日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ ９月21日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月７日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ ９月23日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月９日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０ ９月25日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月11日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ ９月27日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

９月13日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ ９月29日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月15日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０ 平日:午後６時～翌朝午前９時 休日:午後７時～翌朝午前９時

医療機関検診について

◎期 間 ９月２日 ～11月25日

～基本健診・骨粗鬆症検診を
まだ受診していない人へ～

健診項目 対 象 健診料 内 容

基 本 健 診 40歳以上 700円

身体測定、血圧、検尿、心電図

検査、血液検査（コレステロール、

中性脂肪、肝機能、腎機能、貧

血、血糖）、診察

肝炎ウィルス

検 診

①平成18年３月31日までに、40歳、45歳、50

歳、55歳、60歳、65歳、70歳を迎える人

②過去に肝機能異常を指摘されたことがある

人。多量出血を経験した人や、大きい外科

手術を受けた人で、その後医療機関で定期

的な受診をしていない人。

1,200円
血液検査により、Ｃ型肝炎、Ｂ

型肝炎の感染について調べる。

骨粗鬆症検診
40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、70歳

の女性
700円 骨密度測定

◎健診項目

※ただし、満70歳以上の人、生活保護世帯、市町村民税非課税世帯の人は無料です。医療機関窓口でお申し出ください。

平成17年４月から現在までに、総合健診、人間ドック、職場健診等で、基本健診等を受けて

いない人を対象に勝浦病院で委託検診を次のとおり実施します。受診を希望される人は、役場

福祉課（ 2-1502）へお申し込みください。

医療機関名 検診の種類 曜日 受付時間

勝浦病院（内科） 基本健診

金

13:00

勝浦病院（外科） 骨粗鬆症検診 13:00～16:00

◎実施医療機関



保 健 だ よ り

定期予防接種の実施について

委託期間の後半に集中することが予想され

ますので、接種はお子さんの体調に合わせ

て、早めに受けましょう。

風しん・３種混合（百日咳・ジフテリア・破傷風）・２種混合（ジフテリア・破傷風）の予防

接種を下記のとおり実施します。

風 し ん
３種混合

（百日咳・ジフテリア・破傷風）

２種混合
（ジフテリア・破傷風）

病

状

風しんウイルスの空気感染で起
こり、発疹、発熱などを主症状

とし、３日位で治りますが、合
併症を伴うと重症化することが

あります。

百日咳・ジフテリアは飛沫感染で
起こり、破傷風は傷口から菌が体

内へ入り、菌の出す毒素で、病気
が重症化することがあります。

ジフテリアは飛沫感染で起こり、
破傷風は傷口から菌が体内へ入

り、菌の出す毒素で、病気が重
症化することがあります。

対
象
年
齢
（
定
期
）

１回接種

・生後12～90月未満

１期初回・・・３回接種

生後３月～90月未満
１期追加・・・１回接種

生後３月～90月未満

11・12歳

（12歳で受けるのが望ましい）
百日咳・ジフテリア・破傷風３

種混合の２期として１回接種

期間 ９月～11月・平成18年１月 ９月～平成18年１月末 12月～平成18年１月末

料金 無 料

医療機関 勝浦病院（ 2－2555） 予約の受付時間：月～金曜日の午後３時～５時

ただし、１期追加接種は１期

初回接種３回終了後、６か月

以上の間隔をおいて接種

原則として、麻しん接種後に

行うこと

問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師 ２－1502

町から配布しているパンフレット・予防接種説明書・予防接種ガイドブック・予防接種券等を確認

の上、定期接種内に受けましょう。

※委託期間以外や対象年齢以外の任意接種となった場合は、次の料金が自己負担となります。

風しん6,000円、３種混合5,500円、２種混合4,500円

※接種を受ける場合は予約が必要ですので、あらかじめ上記の医療機関へお申し込み下さい。

※平成18年４月１日から麻しん及び風しんの定期予防接種の対象者が変わります。

第１期 生後12ヶ月から生後24ヶ月に至るまので者

第２期 ５歳以上７歳未満の者で就学前の者

（平成18年３月31日までに麻しん又は風しんどちらかの接種を

受けた者、又はすでにかかったことがある者については対象外）

24
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図書館だより★おはなし会

25日 午後２時から

図書館幼児室

★県立図書館協力巡回日

○印（下記カレンダー）

★休館日

○印（下記カレンダー）

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください。

★ ９ 月 ★

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

９月の行事

魂の切影 森 村 誠 一

後ろ向きで歩こう 大 道 珠 貴

東京ライオット 戸 梶 圭 太

まぼろし 生 田 紗 代

海国記 上・下 服 部 真 澄

幸田文のマッチ箱 村 松 友 視

旧宮殿にて ―15世紀末、ミラノ、レオナルドの愉悦―

三 雲 岳 人

情 夫 藤堂志津子

エキスペリエンツ７ ―団塊の７人― 堺 屋 太 一

今ここにいるぼくらは 川 端 裕 人

さよならバースディ 荻 原 浩

全日本食えば食える図鑑 椎 名 誠

曹操残夢 ―魏の曹一族― 陳 舜 臣

靖国神社 ―せめぎあう〈戦没者追悼〉のゆくえ―

赤 沢 史 朗

ちくちく針しごと 伊藤まさこ

直線縫いでダダダッとつくるワンピース 渡 部 サ ト

声の力で人生が変わる！ 上 野 直 樹

新着図書の一部紹介

講 師 勝浦歌壇主宰

斎 藤 祥
よし

郎
ろう

先生

演 題 「短歌の心と言葉」

日 時 ９月21日 午前10時～

場 所 勝浦町図書館 ２階視聴覚室

年一度の講演会にかねてより斎藤先生

をお迎えしてご講演をと思いつつ、先生

のご都合でその思いをかなえることがで

きませんでしたが、この度、念願かなっ

て講演会を開催する運びとなりました。

斎藤先生は広島大学文学部をご卒業後、

高校で教鞭をとられる傍ら短歌の研鑚に

励まれ、若くして歌集も出版されていま

す。現在は県内短歌の重鎮として徳島新

聞の短歌の審査や徳島文芸の短歌総評等

と、永年に渡ってご活躍されています。

短歌は我が国の文芸の祖であり、現在

も多くの人々が愛好されています。この

機会に会員以外の方々もご参加ください

ますようお知らせいたします。

勝浦町読書振興協議会

講演会

私は土の中で生まれた。

親はいない。暴力だけがあっ

た。ラジオでは戦争の情報

が流れていた――。

重厚で、新鮮な本格的文

学と激賞された27歳、驚異

の新人の芥川賞受賞作。

土の中の子供

中 村 文 則



26

日 時 場 所 備 考

９月２日

９月９日

９月16日

９月22日

９月30日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお
りますので、お気軽
にお問い合わせくだ
さい。 (2)4652

心配ごと相談 まちのうごき
平成17年７月16日～平成17年８月15日（敬称略）

人 口（平成17年７月31日現在）

世帯数 2,117戸

男性 3,173人

女性 3,395人

計 6,568人

出生 男 ３人 女 ３人 計 ６人

死亡 男 ２人 女 ４人 計 ６人

転入 男 １人 女 １人 計 ２人

転出 男 ０人 女 ４人 計 ４人

福 良 猛 さん（坂本） 藤 木 武 さん（星谷）

田 中 洋 さん（山西） 和 重 さん（棚野）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました
（７月16日～８月15日）

ご利用ください！

日 時 ９月８日 午前10時～午後３時

場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

日 時 ９月12日 午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 ９月10日 午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

相談日 月曜日～金曜日 (土・日・祝日は休みです)

時 間 午前８時30分～午後５時

場 所 徳島年金相談センター 088(655)5100

徳島市八百屋町３丁目26

大同生命徳島ビル３階

持参物 年金手帳・年金証書・基礎年金番号通知書等

時間延長年金相談

徳島年金相談センター

出張年金相談所開設

土曜日年金相談

お誕生おめでとう

大字坂本字旭 ）上 野 弘一朗
裕 子

二女 葉
は

月
づき

二男 涼
りょう

雅
が寺 尾 勝 美

愛 ）大字三溪字古川

長女 夕
ゆ

愛
め宮 本 昇

江美子 ）大字沼江字田中

おくやみ申します

大字坂本字川南 福良源一郎（77歳）

大字沼江字並松 横尾ユキ子（69歳）

大字沼江字黒岩 森上コリウ（90歳）

大字棚野字鍛冶地 定 夫（79歳）

大字沼江字平間 藤 木 仲 男（74歳）

大字生名字北 播 長 典（74歳）

大字沼江字一楽 犬 伏 映 二（75歳）

大字三溪字立棒 原田サカヱ（88歳）

大字生名字山下 岡 貞 夫（88歳）

大字三溪字立棒 尾 トミコ（87歳）

◎大正琴は初心者コースもあります。
◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 ８ ・15 午後 7:30～9:30

踊 り ７ ・28 午後 2:00～4:00

歌 謡 22 ・29 午後 7:30～9:30

生け花 12 ・28 午後 7:30～9:30

大正琴 ８ ・16 ・22
午後 1:00～3:00

午後 7:00～9:00

習 字 ２ ・９ ・16 午後 7:00～9:00

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

９月交流講座ご案内

ホームページアドレス
http://www.town.katsuura.tokushima.jp

E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp
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